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◆フェイスシールド
◆マスク
◆非接触型体温計
◆消毒グッズ（アルコール消毒液、消毒シート）
※消毒液としてアルコールがない場合、
アルコールに準拠する消毒液を用意する

感染防止対策に必要なもの

作業を始める前に・・・

① 毎日検温し37.0度未満であることを確認し記録する
※37.0度以上ある場合は入室不可。速やかに上長へ報告し、自宅待機する
倦怠感など体調不良がある者は、体温に関わらず自宅待機する

②石鹸でしっかり手洗いする ③両手をアルコール消毒する ④チェックリストで安全を確認する

１．制作の心構え（用意するもの、始める前に）
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使用可能な消毒液 ◆希釈したエタノール（エタノール濃度 76.9～81.4vol%）
※上記以外の薬剤はNG

消毒方法 ◆ガーゼ等の柔らかい布(綿素材のもの)に薬剤を適量染み込ませる
◆消毒したい箇所を軽くなでるようにサッと一拭きする
※機器を強く拭くと銘鈑の剥離やプラスチックが溶解する恐れがある

消毒箇所 ◆スタジオスイッチャー各ボタン、オーディオフェーダー、PCキーボードとマウス
◆カメラ、三脚、ハンドマイク、音声ケーブル、インカム等のイヤホン
※モニター画面やカメラレンズなどは表面のコーティングが剥離するためNG

両手をこまめに手洗い・アルコール消毒することで機材への細菌の付着を軽減

●使用する機材はすべて開始前および終了後に毎回消毒作業を実施する 資料：SONY

１．制作の心構え（制作機材の手入れ）

【参考】
ベンダーなどに確認したところ、専用の機材用のエタノールというものはなく、消毒用の上記指定のエタノール濃度のものであれば、機材手入れ用として使用は問題ない。以下、商品例。
・消毒用エタノールS 500mL ￥3,980 アマゾン
・消毒用エタノールP(500ml) ￥964 楽天
・消毒用エタノールIPA 500mL ￥711 LOHACO
※上記はMSO管理部やJCOMプロダクションでの取り扱いはなく、個別購入で対応
※上記の価格の違いは添加物としてイソプロパノールが含まれているかの違いで、イソプロパノールの方が安価だが効果は同じ。欠点として匂いがきついことや手が荒れやすくなる。
※手指消毒ジェルのエタノール消毒液はヒアルロン酸などのその他成分も含まれており手指用となっているため不向き。

https://www.amazon.co.jp/%E6%98%AD%E5%92%8C%E8%A3%BD%E8%96%AC-%E5%A4%A7%E9%98%AA-%E3%80%90%E7%AC%AC3%E9%A1%9E%E5%8C%BB%E8%96%AC%E5%93%81%E3%80%91%E6%B6%88%E6%AF%92%E7%94%A8%E3%82%A8%E3%82%BF%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%ABS-500mL/dp/B06ZZ9X49K
https://item.rakuten.co.jp/rakuten24/s215171h/
https://lohaco.jp/product/3135865/
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◆先方との事前打ち合わせは対面ではなく
原則、WEB会議システム等のリモート会議で対応する

◆取材による外出時は、必ずマスクを装着する（マスク装着につき熱中症に注意し対策を講じる）

◆外出時には必ずアルコール消毒液を携行する

◆取材先の方と話をする場合は、2m以上(ソーシャルディスタンス)の間隔を空ける

◆スタジオ・編集室への入室時は、
マスクの上からフェイスシールドを装着した状態を必須とする

◆アナウンサーも必ず上記を装着し、本番直前にマスクやフェイスシールドを外し、
番組終了後はまた装着した状態で退室する

◆スタジオ・編集室への入室時には手洗いの後、両手をアルコール消毒する

スタジオ・編集室

会議・打ち合わせ

×

ロケ先

１．制作の心構え（スタジオ・編集室、ロケ先、会議・打合せ）
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廊下

副調整室

スタジオ

扉の取っ手に
抗菌テープを貼る

スタジオの出入口にサー
キュレータ等を廊下に向け
て設置し、室内の空気を
外へ出す

スタジオの出入口に両手を消毒
するアルコールを設置
（入室する毎に実施）

腕、手が置かれそうな
操作卓の位置に抗
菌テープを貼る

外部スタッフが入る場
合は、そのスタッフ用の
フェイスシールドを用意

副調整卓周辺
プラズマクラスタータイプの空
気清浄機は、ウイルスにも
有効といわれている
※但し、次亜塩素酸タイ
プの空気清浄機の副調整
室内での使用は禁止

基本、全員が同じ方
向に向いているため
フェイスシールドで対
応できる

２．スタジオ・編集室 制作時の対応（スタジオ環境づくり）

リモコンカメラによる運用
で無人対応

ドアは常時開放する

副調整室内は機器操作担当3人以外に原則1人とする

スタジオ内は基本的に
アナウンサー1人のみ

※出演者がやむを得ず2名体制となる場合は、出演者同士の
ソーシャルディスタンスを確実に確保し、パーテーション等で飛沫防止対策を講じる

ビニールシートやカー
テン、アクリルボード
で分けられれば良い
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廊下

編集室

扉の取っ手に
抗菌テープを貼る

スタジオの出入口にサー
キュレータ等を廊下に向け
て設置し、室内の空気を
外へ出す

スタジオの出入口に両手を消毒
するアルコールを設置
（入室する毎に実施）

プラズマクラスタータイプの空
気清浄機は、ウイルスにも
有効といわれている
※但し、次亜塩素酸タイ
プの空気清浄機の副調整
室内での使用は禁止

２．スタジオ・編集室 制作時の対応（編集室環境づくり）

編集作業者以外は入室しない

フェイスシールドとマス
ク着用

腕、手が置かれそうな
操作卓の位置に抗
菌テープを貼る

×

ドアは常時開放する

〇× ×
編集機が並んでいる席は、
1つ置きで作業する
編集機の間には、段ボール
パーテーションを設置する

×〇 〇
〇
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×

放送準備段階

２．スタジオ・編集室 制作時の対応（スタジオ準備）

×〇

◆スタジオ入室時に毎日全員の検温し記録する
※37.0度以上は入室禁止（自宅待機）
倦怠感など体調不良がある者は、体温に関わらず入室禁止（自宅待機）

◆副調整室およびスタジオのドアを全開にして換気を十分に行う
◆テロッパー、VTR等での準備作業は、原則2人以上の同時作業を禁止する
◆アナウンサーの読み合わせ確認は、スタジオでインカム越しに実施する
※アナウンサーは、本番前までフェイスシールド、マスクは外さない

◆移動時は、ソーシャルディスタンス（2m以上）を維持する
◆スタジオマイクは、スタンドマイク（テーブル置き型）にする
（直接触らないようにするため、原則としてピンマイクの使用禁止）
◆使用したマイクは、人ごと、都度、アルコール消毒を実施する

◆アナウンサーが日替わり等で入れ替わる場合は、
その人数分のイヤホンを用意する

◆リハーサルが長時間にならないように定期的に休憩を入れ、
スタジオ等の換気を行う（水分補給も行う）

◆本番前に各人の体調を確認してからスタートする
◆スタジオ内で食事はせず、他のスタッフとも一緒に食べない
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生放送・収録本番段階

副調整室 スタジオ

ドアは常時開放

副調整卓で
隣の人に顔を向けない！

２．スタジオ・編集室 制作時の対応（生放送・収録）

※出演者がやむを得ず2名体制となる場合は、出演者同士の2m以上のソーシャルディスタンスを
確実に確保し、パーテーション等で飛沫防止対策を講じる

◆スタジオのドアは閉めるものの、副調整室から
外へのドアは常時開放し、サーキュレーターで
室内の空気を外へ出す

◆スイッチャー、音声、テロッパーのオペレーターは、
隣同士の距離を最大限取り、顔は常に正面の
モニターへ向け、指示を発する以外喋らない

◆オペレーター以外の1人(収録D等)は、オペレーターと
距離を置いて制作にあたる

◆本番終了後、速やかにスタジオドアを開放し換気を行う
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２．スタジオ・編集室 制作時の対応（チェックシート）

□ 全員の検温（37.0度未満）
□ 石鹸手洗い・両手のアルコール消毒
□ フェイスシールド・マスク着用
□ 開始前スタジオ設備の消毒

□スイッチャー操作卓 □オーディオミキサーフェーダー □CG キーボード・マウス
□VTRボタン □APC PCキーボード・マウス □座席 □インカムヘッドセット
□スタジオMC卓上・座席 □マイク □カフボックス

□ 開始前の室内換気
□ 制作開始前の体調確認

□ 制作終了後の室内換気
□ 制作終了後の石鹸手洗い・両手のアルコール消毒の上スタジオ設備の消毒

□スイッチャー操作卓 □オーディオミキサーフェーダー □CG キーボード・マウス
□VTRボタン □APC PCキーボード・マウス □座席 □インカムヘッドセット
□スタジオMC卓上・座席 □マイク □カフボックス

□ 石鹸手洗い・両手のアルコール消毒
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◆リモートで制作可能な番組はリモートで実施
(つながるNews・人図鑑・長っと散歩・応援番組・街ぶら番組)
※散策・街ぶら番組等、公共空間でのロケを伴う番組は引き続き禁止とし
リモート収録や総集編などで対応する

※広告等の関係でロケが無ければ成立しない番組は、当社の感染対策を先方に示した上で
先方が了承した場合に限り実施できる

◆出演交渉や打合せは、電話やWEB会議システム、メールで行う

◆スタッフはマスクを着用するほか、感染防止に最大限注意する
◆消毒液を携帯し、常に消毒できる体制を確保する
◆2人以上で車両を使用する際は、間隔をあけて着席可能な
車両を確保し常時車両前後の窓を開け会話はしない

◆会議や打ち合わせは原則WEB会議などリモートで行う
◆収録に際し出演者やスタッフの安全が
確保できる体制が整っているか事前に十分検討する

◆外部委託業者にも同様の体制を取ってもらう

３．ロケ撮影・生中継・中継収録時の対応（ロケ撮影）

ロケ撮影段階



CONFIDENTIAL ©  JCOM Co., Ltd.
11

３．ロケ撮影・生中継・中継収録時の対応（ロケ撮影）

◆出演者や取材対象者とは2メートル以上の間隔をあけ、接触を避ける措置を講じたうえで撮影を行う
◆インタビュー取材が必要な場合は2メートル以上の間隔をあけ
マスクを着用していない人にはインタビューしない（スタッフの感染リスクヘッジ）

◆インタビューは、ソーシャルディスタンスを維持するために、ガンマイクやスタンドマイクを使用する
被写体の目の前で消毒してから実施し、終了後はその場でマイクを消毒する

◆ガンマイクが使用できない場合は、被写体にマイクを持ってもらうスタイルで実施する
被写体にハンドマイクを渡す際には被写体の目の前で消毒してから渡す
インタビュー終了後は速やかにマイクを回収し、その場で消毒をする

◆周囲に高齢者や妊婦がいないか感染予防を考慮して最大限注意する

◆不特定多数へのインタビューは避ける
◆私有地や店舗などで一般の方が出演する際は、
責任者や店員など1人に限定する

◆弁当などの飲食を扱うスタッフは手袋を着用し、
出演者やその他のスタッフとの接触しない

◆帰社後、車内の消毒や清掃、および使用した機材を消毒する

ロケ撮影段階

×
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３．ロケ撮影・生中継・中継収録時の対応（ロケ撮影チェックシート）

□ 全員の検温（37.0度未満）
□ 石鹸手洗い・両手のアルコール消毒
□ マスク着用
□ 消毒液携行
□ 開始前の取材機材の消毒

□カメラ □三脚 □マイク □機材ケース □車両室内シート
□ 出発前の車両換気

□ 制作開始前の体調確認
□ 取材先でのマイク消毒
□ インタビュー前後のマイク消毒

□ 帰社後石鹸手洗い・両手のアルコール消毒の上取材機材の消毒
□ 制作終了後スタジオ設備の消毒

□カメラ □三脚 □マイク □機材ケース □車両室内シート
□ 石鹸手洗い・両手のアルコール消毒
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３．ロケ撮影・生中継・中継収録時の対応（中継準備）

中継準備段階

SW車 音中車

CG車 伝送車

◆現地集合するスタッフに使用する非接触型体温計を準備
◆社内スタッフ・外部スタッフ用のフェイスシールド・マスクを準備
◆J:COMビブスは使用せずサテンシールを配布する（別途用意）

◆室内で組み上げる場合は、オペレーターとの間隔を十分開けるようにする
◆作業時は、軍手等を装着し、直接機材に触れないようにする
◆夏場での設置準備は、マスク装着により体力が
通常以上に消耗するため、こまめに休憩を入れ、
水分補給等を十分に行う

◆中継車の場合、機器構成上で分離できるものは極力分離し、
別の車両で操作ができるよう設置する

※原則1車両1～2名とし、構造上やむを得ない場合は
検温・手洗い・消毒・フェイスシールド・マスク対策の他
パーテーションやビニールカーテンなどの対策を講じる

ソーシャルディスタンス
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生中継本番段階

◆準備前や放送前、終了後に円陣を組んでのミーティングは行わない
ソーシャルディスタンスを保ち少人数で実施する

◆食事はソーシャルディスタンスを維持し単独で飲食する

その他

×

３．ロケ撮影・生中継・中継収録時の対応（中継本番・その他）

◆スイッチャー、音声等の中継車、機材車に乗車するスタッフをはじめ
FD、CA、ADの各スタッフにおいては全員フェイスシールドとマスクを装着する
※フェイスシールドとマスク装着につき、熱中症に注意し対策を講じる

◆カメラマンもフェイスシールド着用とする（体調管理には注意）

◆実況アナウンサーは、本番直前までフェイスシールドとマスクを装着する

◆実況アナウンサーとFDもソーシャルディスタンスを維持し、
コミュニケーションをとる際も互いに顔を向けないで実施する

◆中継車、機材車の換気を一定間隔で行う
※野球中継の場合はイニング間、その他30分おきを目安に実施
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３．ロケ撮影・生中継・中継収録時の対応（中継チェックシート）

□ 全員の検温（37.0度未満）
□ 石鹸手洗い・両手のアルコール消毒
□ フェイスシールド・マスク着用（カメラマンはマスクのみ）
□ 開始前の中継車設備の消毒

□スイッチャー操作卓 □オーディオミキサーフェーダー □CG キーボード・マウス
□VTRボタン □カメラ □座席 □インカムヘッドセット
□実況卓上・座席 □マイク □カフボックス

□ 開始前の中継車換気

□ 制作開始前の体調確認
□ 実施中の中継車換気

□ 制作終了後の中継車換気
□ 制作終了後の石鹸手洗い・両手のアルコール消毒の上中継車設備の消毒

□スイッチャー操作卓 □オーディオミキサーフェーダー □CG キーボード・マウス
□VTRボタン □カメラ □座席 □インカムヘッドセット
□実況卓上・座席 □マイク □カフボックス

□ 石鹸手洗い・両手のアルコール消毒
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社員同士の懇親会（飲み会）の自粛

4．プライベートにおける対策

◆飲食店での会食自粛。

◆自宅に集まっての
会食自粛。

◆仕事の帰りに同僚と
コンビニで酒を購入しての外飲み自粛。

帰省・親戚宅への訪問などの自粛

適切な方法での会議の実施 喫煙時の注意

×
◆同居家族以外と面会する場合は
マスク・手洗い・除菌などの対策を徹底。

◆基本はオンラインで実施。

◆対面の場合は・・・
・短時間実施。
・換気の実施。
・アクリル板等の活用
・会議室内のソーシャルディスタンス確保。

×
○ ◆喫煙スペースにはソーシャルディスタンスが

確保できる人数しか入らない。

◆会話をしない。

◆長時間滞在しない。




